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013 23   より 963)152( 222    ……(答) 

 

(2) 

013 23  xx の 以外の 2解を  , とすると、解と係数の関係より 
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①より 3   ──④ ②より  3)( 2   ──⑤ 

なお、③に代入すると、 13 23   は成立。 

 

④、⑤より、  , は 2次方程式 03)3( 22   yy の 2解であるから 
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(1)より、 222 )152(963   であるから 
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 以外の 2解は 13,22 22    ……(答) 

 

 

(注) 

13)( 23  xxxf とすると、 )2(363)( 2  xxxxxf  

増減は右の通りで、 2x のとき極大、 0x のとき極小。 

1)0(,3)2(  ff であるから、 

0)( xf は相違なる 3つの実数解を持つ。 


